




2.結果 

発病 1 週間までの症状は表 1 の通りである。全身型では,初期に関節炎を呈するものが 18

例中6と少なかった｡なお,初期にリウマチ熱と誤診されたものが全身型のうち6例あった。 

固定的関節炎出現までの期間は,表 2に示すように,1 週間から 8～9年と多様であった。一

般に,全身型では長期間を要し多周期性の経過をとりながら次第に関節炎が出現するもの

が多かった。多関節炎型,少数関節炎型でも,関節炎の発現に数年を要した例があるが,これ

らは初期に関節痛のみを呈したものであり,病初期に JAR と診断することは困難と思われ

た。 


